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本日の会議に付した事件 

 

                       令和３年第２回山元町議会定例会（第１日目） 

                       令和３年６月４日（金）午前１０時 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 提出議案の説明 

                                             

午前１０時００分 開 議 

議 長（岩佐哲也君）ただいまから、令和３年第２回山元町議会定例会を開会します。 

      これから本日の会議を開きます。 

      本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

〔議事日程は別添のとおり〕 

                                             

議 長（岩佐哲也君）日程第１．会議録署名議員の指名を行います。 

      会議録署名議員は、山元町議会会議規則第１２４条の規定により、１０番阿部 均君、

１１番菊地康彦君を指名します。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）日程第２．会期の決定を議題とします。 

      お諮りします。 

      本定例会の会期はお手元に配布の会期日程（案）のとおり、本日から６月１１日まで

の８日間にしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（岩佐哲也君）異議なしと認めます。 

      よって、本定例会の会期は、本日から６月１１日までの８日間に決定しました。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）これから、議長諸報告を行います。 

      議長諸報告はお手元に配布のとおりでありますので、ご覧願います。 

      以上で議長諸報告を終わります。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）ここで副町長菅野寛俊君から、４月１日付の人事異動に伴う課長等の紹介を

したい旨の申出がありますので、山元町議会先例３３番により発言を許可いたします。 

      副町長菅野寛俊君、自席にて紹介願います。 

副町長（菅野寛俊君）はい、議長。それでは、私から、去る４月１日付の定期人事異動の発令に伴

い、執行部側説明員に変更がありましたので変更となった課長職について紹介をさせて

いただきたいと存じます。 

      なお、紹介順につきましては、議員の皆様から見て左側前列から順に紹介申し上げま

す。 

      会計管理者兼町民生活課長佐藤繁樹です。税務課長からの異動でございます。（「よろ
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しくお願いします」の声あり） 

      税務課長大橋邦夫です。上下水道事業所長からの異動でございます。（「よろしくお願

いします」の声あり） 

      上下水道事業所長齋藤 剛です。昇任でございます。（「齋藤です。よろしくお願いし

ます」の声あり） 

      右側に移りまして、建設課長千葉佳和です。前任の佐藤同様、宮城県からの派遣でご

ざいます。（「千葉です。よろしくお願いします」の声あり） 

      東部地区基盤整備推進室長石山紋治です。前任の菅原同様、宮城県からの派遣でござ

います。（「石山です。よろしくお願いします」の声あり） 

      農業委員会事務局長伊藤常則です。中央公民館長からの異動でございます。（「伊藤で

す。よろしくお願いします」の声あり） 

      以上、変更となりました課長職をご紹介申し上げました。どうぞよろしくお願い申し

上げます。 

議 長（岩佐哲也君）これで４月１日付の人事異動に伴う課長等の紹介を終わります。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）日程第３．提出議案の説明を求めます。 

      この際、今定例会に提出された議案等１２件を山元町議会先例６６番により一括議題

といたします。 

      町長齋藤俊夫君、登壇願います。 

町 長（齋藤俊夫君）はい、議長。改めて、おはようございます。 

      本日ここに、令和３年第２回山元町議会定例会が開会され、令和３年度一般会計補正

予算案をはじめとする提出議案をご審議いただくに当たり、最近の町政の動向と各議案

の概要についてご説明申し上げますので、議員各位の一層のご理解を賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

      初めに、最優先課題である新型コロナウイルス感染症の対応につきましては、年度を

越えても収束せず、４月５日、大阪府、兵庫県とともに本県へのまん延防止等重点措置

の適用が開始されたことにより、県内全域で飲食店等の営業時間の短縮が行われるなど、

集中的な感染防止対策が講じられてまいりましたが、現在、東京や大阪等に発令されて

いる緊急事態宣言は、今月２０日まで延長されたことにより、全国で１０都道府県とな

るなど、予断を許さない状況が続いております。 

      本町におきましても、これらの影響を鑑み、営業時間の短縮に全面的に協力した酒類

を提供する等の飲食店に対し協力金を交付するなど、生活や事業に影響を受ける方々へ

の支援や感染症拡大防止に向けた事業を実施してまいりました。 

      これらの対策により新規感染者数が減少傾向となったことから、先月１１日、県内に

出されていた措置は解除されましたが、全国的には緊急事態宣言やまん延防止等重点措

置の対象地域が拡大するなど、依然としてコロナ禍は収束の気配を見せず、迅速なコロ

ナワクチン接種の推進が待ち望まれております。 

      このような中、本町の接種状況につきましては、先月１０日から高齢者施設入所者及

び従事者への接種を開始し、２６日からは７５歳以上の高齢者を対象に、つばめの杜ひ

だまりホールにおいて集団接種を開始したところであります。 

      本町のワクチン接種の対応につきましては、事前に接種希望調査を実施し、地区ごと
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に日時を指定する予約不要の方式を採用、また、きめ細かくバス送迎を実施し、会場で

は、高齢者が間仕切りのあるブースに待機し、医療従事者側が移動して接種する方式と

するなど、予約不要、バス送迎、医師巡回の３つの工夫で住民の負担軽減と効率化を図

ったことにより、地域の高齢者の方々からは大変好評をいただいているところでありま

す。 

      なお、６５歳以上の高齢者の接種希望率は、先月２４日時点で約８７パーセントと、

日々希望者は増加しており、集団接種のみで対応した場合、完了見込みは９月にずれ込

む可能性があったことから、早期の接種完了に向け、町内医療機関等に対し個別接種に

向け、鋭意調整をした結果、７月末までの接種完了が見込める状況となりました。６５

歳以上の方に対する接種券の順次発送及び６４歳以下の方を対象とした接種希望調査を

今月中旬に実施することとしており、引き続き、円滑な接種体制が図られるよう全力で

取り組んでまいります。 

      次に、２月に発生いたしました福島県沖を震源とする地震に伴う被害状況及び独自支

援についてですが、当該地震に伴う住家被害は、先月２０日現在、大規模半壊３件、中

規模半壊１２件、半壊４０件、準半壊３８１件、一部損壊９１７件と、合計で１，３０

０件を超えるなど、甚大な被害を受けたことから、地震による断水が発生した地域で上

下水道を使用されている方々に対する料金の一部減免を実施したことに加え、４月の第

２回議会臨時会において予算をご可決賜り、町独自支援として実施しております住家被

害に対する損害見舞金支給事業、住宅再建を支援するための支援金給付事業、瓦屋根改

修補助金についても、先月１０日から３制度そろって受付を開始し、２８日には１回目

の交付を行ったところであります。 

      さらに、通常、全壊のみが補助対象とされておりました災害廃棄物処理事業につきま

して、罹災証明の判定が半壊以上の認定を受けた住家等におきましても、今回特例的に

補助対象とされたことから、町が所有者に代わり災害廃棄物として被災した家屋等を解

体・撤去するとともに、既にご自身で解体・撤去の契約等を行った方に対し、当該費用

を償還する公費解体・費用償還制度を活用し、生活環境保全上の支障の除去や２次災害

の防止を図るため、所要の補正予算を計上しており、今後とも迅速かつ丁寧な対応に努

め、被災者が一日でも早く元の生活に戻れるよう全力で支援してまいります。 

      次に、人口動態における社会増の継続についてですが、現在、本町の人口動態は、転

入者が転出者を上回る社会増を、平成２８年度から５年連続で継続中であり、さらには、

平成２６年度以降１万２，０００人台の人口を維持するなど、子育て・定住施策は相当

の成果を挙げております。 

      人口減少問題対策は町の最重要課題であり、今後とも、県内最高水準の移住・定住支

援補助金、子育て世代のライフステージに応じた子育て支援等に取り組んでまいります

ので、引き続き、議員各位のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

      次に、企業誘致等の状況についてですが、初めに、メルコジャパン株式会社臨海第２

工場の操業開始につきましては、平成２７年１２月、上平地区に臨海第１工場を立地し

た後、令和元年には本社機能を本町に移転し、今後需要増が見込まれる半導体関連部品

等の生産拡大を目的とした工場拡張を進めておりましたが、３月１５日、臨海第２工場

の操業が開始されました。 

      新工場の操業開始に当たっては、新たに従業員２４名の雇用が創出されておりますが、
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うち、新卒者を含む４名は町内在住者を採用しているとのことであり、本町の雇用環境

と産業振興のさらなる活性化が図られたところであります。 

      また、３月の第１回議会定例会において、土地の処分（売却）に係る議決を賜りまし

た太平洋ブリーディング株式会社においては、町内に宮城新農場準備事務所を構え、現

在、施設建設のための設計が急ピッチで進められていると伺っております。 

      同社の親会社であるプリマハム株式会社からは、今般の福島県沖を震源とする地震被

害に対し、過分なるご寄附を頂戴しているところであります。 

      さらに、小平区へ誘致し、平成３０年３月から操業を開始しました京浜ハイフロー販

売株式会社におかれましても、コロナ禍にありながら売上げを順調に伸ばしていると伺

っており、このたびの地震被害に際し、多大なるご寄附を頂戴しております。 

      私の就任以来、地道に、着実に企業の誘致を進めてまいりましたが、雇用の場の創出

や税収の確保はもとより、このような温かい心遣いを賜っておりますことを、改めてご

紹介申し上げますとともに、引き続き、誘致企業への支援に努めてまいります。 

      次に、新過疎法についてですが、従来の過疎地域自立促進特別措置法、いわゆる旧過

疎法は、３月末をもって期限を迎えましたが、引き続き、過疎地域に対し総合的な支援

を行うため、過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法、いわゆる新過疎法が４

月１日から施行されました。 

      本町は、新過疎法においても過疎地域の要件を満たしており、過疎対策事業債をはじ

めとした制度に基づく各種財政支援措置等を活用するため、過疎地域持続的発展市町村

計画の策定が必要となり、先月の議会全員協議会でご説明申し上げましたとおり、議会

の議決を要しますので、次の第３回議会定例会においてご提案したいと考えております。 

      それでは、東日本大震災からの復興・創生に向けた最近の取り組みについてご報告申

し上げます。 

      初めに、坂元中学校と山下中学校を再編し誕生した山元中学校についてですが、４月

３日、生徒や来賓、教職員、町関係者など、約２８０人にご臨席賜り、山元中学校開校

式を開催し、新しい歴史の第一歩を踏み出しました。 

      山元中学校は、坂元・山下両中学校の豊かな歴史と伝統、そして代々受け継がれてき

た両中学校の教育理念や精神を継承し、これからの山元町を背負って立つ人材の育成な

ど、地域の期待を担って開校いたしました。生徒の皆さんには、両校での経験を礎にし

て、郷土を愛し、互いに切磋琢磨しながら、未来に向かって心たくましく、さらに大き

く成長されることを期待しております。 

      次に、山下駅前駐在所の開所についてですが、４月１日、震災で流失した山下駅前駐

在所が、つばめの杜地区の新山下駅前で約１０年ぶりに再開いたしました。 

      この間、山下駅前駐在所長は、山下駐在所に在所し通勤しながら業務に当たっており

ましたが、新駐在所の完成により、地域に生活拠点を構え任務に当たる、本来の形での

駐在所業務が可能となりましたことから、さらなる安全・安心な地域社会の実現につな

がるものと期待しております。 

      次に、やまもと夢いちごの郷についてですが、直売所につきましては、コロナ禍にお

いても、室内換気の徹底やサーモグラフィーの設置、フードコートにおいても飛沫感染

の防止を図るなど、コロナ感染症拡大防止の徹底に努めており、お客様が安心してご来

場いただける環境を整えております。 
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      このような取り組みの中、来場者及び売上げが順調な伸びを見せており、先月中旬に

は、年間の売上げ計画を上回る実績となり、今月末の決算を目前にし、さらなる入り込

みと売上げが期待されるところであります。 

      また、直売所を起点とし、町内の周遊観光体制の充実を目的としたレンタサイクル

「いちＧＯ！」の本格運行が開始され、町外から訪れる方々の周辺散策の足として活用

されております。 

      これら自転車を格納する施設につきましても、９月末の完成に向け、現在、建築工事

を進めております。 

      今後とも、町のランドマークである直売所を中心とする、交流人口拡大と町の魅力の

発信、にぎわいの創出に鋭意取り組んでまいります。 

      次に、農地整備事業「磯地区」権利者会議についてですが、本町における農地整備事

業につきまして、２月の山元北部地区に続き、４月２０日に磯地区の権利者会議が終了

いたしました。 

      これにより、実施中である農地整備事業３地区のうち、２地区の換地計画が了承され、

事業完了に向け一つの区切りをつけることとなりました。 

      なお、残す山元東部地区については、来年３月に予定しています権利者会議の開催に

向け、引き続き取り組んでまいります。 

      次に、戸花川排水機場の供用開始についてですが、山元東部地区における排水対策と

して整備を進めてまいりました戸花川排水機場が４月１日から供用が開始され、戸花川

北側の一定の区域の排水を戸花川へ直接排水することが可能となりました。これにより、

周辺農地の排水状況が改善されるとともに、花笠・牛橋河口方面に流末が集中し、負担

の大きかった末端排水路の負担が軽減され、バランスの取れた排水系統が整備されまし

た。 

      長年の懸案でありました沿岸域の排水問題が大きく改善されたことで、地域住民の生

活環境がより安全・安心につながるものと期待しております。 

      次に、本町の排水対策に係る進捗状況についてですが、本町における河川・排水路は、

おおむね国道６号西側に位置する普通河川と、東側に位置する農業用排水路とに分けら

れ、上下流一体となって機能を果たす排水系統をつくり上げてきた歴史的経緯がありま

す。 

      これまで、下流である浜通りでは、震災後の農地基盤整備等により排水能力の向上を

図ってまいりましたが、上流である丘通りの開発等による土地利用の変化や、近年の激

甚化・頻発化する豪雨により、町内各所で浸水被害が発生していることから、昨年度、

町の最重要課題として高瀬川、新井田川、山寺及び鷲足川排水路合流部の３カ所の排水

不良解消に向け、調査及び検討を進めてまいりました。 

      山寺及び鷲足川排水路合流部につきましては、排水を阻害しておりました旧亘理用水

路掛樋撤去工事の発注に向け、現在、準備を進めているところであります。 

      高瀬川につきましては、昨年度委託した排水対策検討業務により、現状把握等を行っ

た結果、越水被害の解消に至るまでの計画策定や、関係機関との協議に相当の期間を要

すること等から、早期の事業化は困難であることが判明したため、当面の対策として、

定期的なしゅんせつや、現在仮設土のうを設置している区間の護岸整備、上流にある高

瀬区の田中ため池のしゅんせつを実施していくこととしております。 
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      新井田川につきましては、昨年度委託した橋梁架け替えを含む道路詳細設計業務にお

いて検討を進めておりますが、橋梁架け替えにより上流部の排水断面を大きくした場合、

下流部への流水量が増加するため、これまで越水しなかった箇所での越水が懸念される

ことから、引き続き、下流への影響を調査しつつ、地元住民からのご意見を伺いながら

設計業務を進めてまいります。 

      また、坂元地区の排水対策につきましては、新市街地へ流入していた雨水をゲート操

作により坂元川へ排出する対策をはじめ、排水能力向上に鋭意取り組んでまいりました

が、依然、浸水被害が発生していることから、既存施設の防災調整池や農業用水管から

坂元川へ直接放流に関する調査・分析を行い、排水不良の要因を特定した上で、効果的

な規模の施設整備について検討を進めてまいります。 

      次に、今年度の国・県主要事業箇所２カ所についてですが、国直轄事業により進めら

れている、仙台湾南部海岸保全対策事業「ヘッドランド整備事業」につきましては、今

年度約１０億円が予算化されておりますが、今後とも計画的に事業が進捗するよう働き

かけてまいります。 

      また、県による復旧治山事業については、令和元年の台風１９号の大雨により、坂元

字上山地内、南スマートインターチェンジの西側、山側のその山腹からですね、土砂が

流出したため、３月に着工した川底の洗掘防止工事に引き続き、今年度は、斜面の復旧

整備と既設砂防施設の機能保全工事に約１億３，０００万円が予算化されており、災害

の未然防止等を期待しております。 

      最後に、町内各地の道路等整備事業の動向について申し上げます。 

      初めに、３月６日に、常磐自動車道山元インターから岩沼インター間全線の４車線化

が完了し、また、２６日には、津波に対する多重防御・減災機能を併せ持つ高盛土構造

で整備が進められてきた新県道相馬亘理線が全線開通し、供用開始されました。いずれ

も、本町の交通環境や交通アクセスの向上による地域活性化に加え、災害時の通行確保

や津波に対する防御機能の強化など、本町の安全・安心の確保に重要な役割を果たすも

のと受け止めております。 

      次に、国道６号の高瀬交差点改良及びＪＡ山下ガソリンスタンド周辺の歩道整備につ

いてですが、幾度かの入札不調を経て、ようやく請負者が決定したことから、先月末か

ら工事着手され、９月末完成を予定していると伺っております。 

      以上、東日本大震災からの復興・創生に向けた最近の主な取り組みについて、ご報告

申し上げました。 

      引き続き、我が町の復興・創生に向けてチーム山元一丸となり、全力で取り組んでま

いりますので、議員各位におかれましても、これまで同様、ご理解とご協力を賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。 

      それでは、本定例会においてご審議をいただく各議案の概要について、順を追ってご

説明申し上げます。 

      初めに、報告関係についてでありますが、報告第６号繰越明許費繰越計算書について

は、さきの第１回議会定例会においてご可決いただきました、令和２年度一般会計補正

予算の繰越明許費について、令和３年度に繰越しいたしましたので、報告するもの、報

告第７号事故繰越し繰越計算書については、コロナ感染症拡大の影響による資材不足や、

２月の地震被害等により、一部の事業が完了できなかったため、令和３年度に事故繰越
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いたしましたので、報告するもの、報告第８号山元町水道事業会計予算繰越計算書につ

いては、関連工事の進捗に合わせての施工となったことから、令和３年度に繰越しいた

しましたので、報告するもの、報告第９号山元町下水道事業会計予算繰越計算書につい

ては、コロナ感染症の影響及び２月の地震被害等により、事業が完了できなかったため、

令和３年度に繰越しいたしましたので、報告するものであります。 

      次に、予算外の議決議案についてでありますが、議案第３１号東日本大震災に伴う山

元町国民健康保険税の減免に関する条例の一部を改正する条例については、東京電力福

島第一原子力発電所事故に伴う避難指示区域等における被保険者に係る国民健康保険税

の財政支援が延長されたことから、所要の改正を行うもの、議案第３２号山元町手数料

条例の一部を改正する条例については、デジタル社会の形成を図るための関係法律の整

備に関する法律の公布に伴い、所要の改正を行うもの、議案第３３号山元町老人憩の家

に関する条例を廃止する条例については、福島県沖地震により被災した老人憩の家につ

いて、年数経過による改修の課題、及び社会情勢の変化により施設利用が見込まれない

ことから、条例を廃止するもの、議案第３４号山元町放課後児童クラブ設置に関する条

例の一部を改正する条例については、放課後児童クラブ利用料に、長期休業の期間のみ

利用する場合の利用料を設定するため、所要の改正を行うもの、議案第３５号について

は、磯浜漁港北防砂堤Ⅱ補修工事について、施工内容の一部に変更が生じ、工事費が増

額となることから、変更契約を締結するに当たり、議会の議決を求めるもの、議案第３

６号については、大平牛橋線橋田橋下部工工事に係る工事請負契約を締結するに当たり、

議会の議決を求めるもの、議案第３７号については、一般国道６号と町道（仮称）新浜

諏訪原線との交差接続工事に関する令和３年度契約を締結するに当たり、議会の議決を

求めるものであります。 

      続きまして、補正予算関係議案についてでありますが、議案第３８号令和３年度山元

町一般会計補正予算（第２号）（案）についてでありますが、コロナ感染症対策事業に

係る生活関連支援として、低所得の子育て世帯に対する生活支援特別給付金をはじめ、

災害復旧関連事業では、地震により被災した公共土木施設や農業用施設、学校施設、社

会教育施設等の災害復旧工事等に係る経費や、損壊した被災家屋等を公費解体する災害

廃棄物処理事業、落雷被害に伴う震災遺構中浜小学校の災害復旧工事費のほか、高瀬川

排水対策設計業務及び坂元地区排水対策検討業務に係る経費を計上しております。 

      また、学校施設環境改善交付金を活用した山下第一小学校改修事業に係る経費や公立

学校情報機器整備費補助金の交付決定に伴う財源の組替え等を計上しております。 

      以上、ただいま申し上げました歳出予算に見合う財源としては、国・県支出金等を増

額するとともに、最終的な財源調整として財政調整基金の取崩しを増額措置した結果、

今回の補正額は、約７億４，０００万円を増額するものであります。 

      以上、令和３年第２回山元町議会定例会に提出しております議案の概要についてご説

明申し上げましたが、各種議案等の細部につきましては、さらに関係課長等に説明をさ

せますので、よろしくご審議の上、ご可決を賜りますようお願い申し上げます。以上で

ございます。 

議 長（岩佐哲也君）以上で提出議案の説明を終わります。 

                                             

議 長（岩佐哲也君）以上で本日の議事日程は全て終了いたしました。 
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      本日はこれで散会します。 

      次の会議は６月８日火曜日午前１０時開議であります。 

      お疲れさまでした。 

午前１０時４０分 散 会 

                                             

 


